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東アジア・オーストラリア地域フライウェイ・パートナーシップ

・渡り性水鳥とその生息地の保全
・関係する多様な主体による国際的な連携・協力を促進

目的

発足経緯等 ・2006年、日豪政府の主導により発足
・事務局は、韓国インチョン市に所在
・ラムサール条約の地域イニシアティブ

参加主体 関係国政府（18）豪州、日本、米国、ロシア、韓国、インドネシア、
シンガポール、フィリピン、カンボジア、中国、バングラデシュ、タイ、
モンゴル、NZ、マレーシア、ミャンマー、ベトナム、北朝鮮

国際機関、NGO等（21）ラムサール条約、生物多様性条約、ボン条約、
FAO、CAFF、ASEAN生物多様性センター、IUCN、WI、BLI、野鳥の会等

機能
ﾒﾘｯﾄ

全ての関係国・機関との協働

※二国間渡り鳥等保護協定等の相手
国は米・露・豪・中・韓と限定的

フライウェイ規模の調査・
保全活動

15の作業部会、特別委員会等が活動

（※フライウェイ：渡りの経路）

生息地間のネットワーク強化

国内34か所が参加（全体153か所）
ラムサール登録や姉妹湿地提携に貢献

生息地管理者の能力養成、
活動支援等

能力養成ワークショップ、科学的知見の
提供・交換、普及啓発キャンペーン

関係者による自主的な取組促進効果的な渡り性水鳥の保全



日本のネットワーク参加地：34か所



国内連絡体制

シギ・チドリ類

国内コーディネーター

（バードリサーチ 守屋年史）

専門家

ネットワーク参加地：20か所

（施設管理者、行政担当者、
NGO等）

ガンカモ類

国内コーディネーター

（中海水鳥国際交流基金財団 神谷 要）

専門家

環境省（政府パートナー）
事務局（バードライフ・インターナショナル東京）

ネットワーク参加地：12か所

（施設管理者、行政担当者、
NGO等）

ネットワーク参加地：７か所

（施設管理者、行政担当者、
NGO等）

ツル類

国内コーディネーター

（日本ツル・コウノトリネットワーク

松本文雄）

専門家

EAAFP事務局（韓国・仁川）

国内におけるネットワークの体制



• ニュースレターの発行

• メーリングリスト等による情報共有

• コーディネーターによる情報収集等

種群ネットワークの活動

（各種群のニュースレターより引用）



渡り性水鳥フライウェイ全国大会

➢ 種群を超えたネットワーク参加地間の情報交換・交流の促進を
目的として、2021年度より開催

➢ 各ネットワーク参加地や保全活動の紹介、渡り鳥の保全に関連
するテーマを設けて発表者を募り、情報共有を図る

➢ 2022年度は２日間の日程で、現地視察も実施し、サイト間で
のより一層の情報共有・交流促進などを図る



➢ 2021年度より、国内のネットワーク参加地において蓄積されるモニ
タリングデータの解析に焦点を当て、ネットワーク参加地において、
より効果的なモニタリングを実施するため検討会を開催

➢ 気候変動が渡り性水鳥の渡りに及ぼす影響について把握するため、宮
島沼のマガン・谷津干潟のシギ・チドリのモニタリングデータの先行
的な解析を実施

➢ 今年度内に上記解析に係る報告書をとりまとめ、公表

モニタリング検討会



国内連絡体制
EAAFP国内連絡会

➢国内の活動や渡り性水鳥・生息地の保全状況等の報
告、次年度の活動予定、モニタリング検討会の報告
や今後の活動計画などについて議論を行う

➢今年度の国内連絡会は、２月15日に開催予定
2023年３月に豪州ブリスベンで開催される、第11回
パートナー会議（MOP11）の議題に関する我が国
の取組状況、方針について検討

※パートナー会議（MOP）は、EAAFPの最高意思決定機関であり、
およそ２年に一度の頻度で開催される



普及啓発ツールの作成

2020作成 冊子20P
（東アジア・オーストラリア地域フライウェイ・パートナーシップ事務局発行）

環境省作成 ネットワーク参加地A4チラシ



普及啓発ツールの作成

※EAAFP事務局が公表したバナーデザインを活用し、ポスターを作成予定

EAAFP事務局ホームページ（https://www.eaaflyway.net/eaafp-banners/）より



「Friday Network Site ソーシャルメディア」
キャンペーン

【Friday Network Site ソーシャルメディアキャンペーンHP】
https://www.flickr.com/photos/eaafp/collections/721577150
02211331/

➢ EAAFP事務局では、毎週金曜日にフライウェイネットワークサイトを１つ
紹介する「Friday Network Site ソーシャルメディア」キャンペーンを実
施中。

➢ 現在、日本のサイトのうち、サロベツ湿原、伊豆沼・内沼、東京港野鳥公園
東よか干潟、荒尾干潟の５つのサイトが紹介されている。

https://www.flickr.com/photos/eaafp/collections/72157715002211331/


２月２日は「世界湿地の日」

➢ ２月２日は国連が定めた「世界湿地の日」。ラムサール事務局が毎年テーマを決
定し湿地保全の啓発に取り組んでいる。今年のテーマは「湿地の再生」。

➢ この日にあわせて世界各地で開催されるイベントが、ラムサール事務局のホーム
ページに登録されている。日本からも、今日現在では７件のイベントが登録され
ている。

➢ 今回の「フライウェイ全国大会」も、ラムサール条約湿地谷津干潟で開催される
ことから、「世界湿地の日」の関連イベントとして登録済。

（ラムサール事務局HPより）
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